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 ニューヨーク育英学園のニュー

ジャージーキャンパスでは、１０

月７日（日）に、毎年恒例のバザ

ーが行われました。 

 朝早くには霧雨が降り、天気が

心配されましたが、昼ごろには太

陽がまぶしいいほどしっかりと顔

を出し、気持ちのいい秋晴れの中

の開催となりました。開始前から

来場者の長蛇の列が１ブロック先

までできるほど、多くの人が訪れ

ました。園舎内では、バザーに協

賛する日系企業のブースや、雑貨

コーナー、衣類コーナーの他に

も、恒例の親子体力測定会も行わ

れ、自慢の筋力を披露するお父さ

ん、お母さんや子ども達の笑い声

がこだましました。園舎裏庭には

フードコートが設置され、企業寄

付の食品に加え、地域企業からの

カレーライス、豚汁、菓子パン、

学園保護者や職員によるコーヒ

ー、綿菓子、ポップコーンが出店

し、こちらも多くの人で賑わいま

した。また、学園の全日制児童会

主催の「育英っ子祭り」が企画さ

れ、くじ引きの出し物でバザーに

花を添えました。今年のアートコ

ーナーでは、「ハロウィーンの風

船おばけを作ろう」が行われ、参

加者の子ども達が作ったかわいい

風船やちょっと怖い風船のおばけ

が、学園中をフワフワと泳ぎ、秋

の彩りに色を添えていました。 

 大勢の保護者ボランティア、育

英サタデーNJ 校中学生のボラン

ティアの協力を得て、会場は、最

後まで熱気につつまれ、楽しいバ

ザーとなりました。バザー収益金

は学園施設充実および奨学金にあ

てられます。 
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⑩What!? Is this all we got? 
⑪We had so many crops though. 
⑫It’s amazing that it required so much care and hard work to grow these tiny rice grains.  
⑬(so smooth)  ⑭(so shiny) 

 
⑮I can taste each grain of rice. 
⑯I’m moved by the deliciousness of this rice. 
⑰It’s interesting to see all of your faces starting to resemble the rice balls.  
⑱(so warm) 
⑲Mmm, it’s so heartwarming. 
⑳I once again learned about the importance of  
      cooperation and harmony at Japanese Children’s  
      Society! 
 

 
①Japanese people used to plant the tiny seedlings one by one like this .  
②You need patience to grow rice in the traditional way.  
③④In this small rice field that our teachers made, we’ll grow delicious rice!  
⑤This is a lot of work. It’s too hot and I’m covered in mud. 

 ⑥⑦Look!  Those tiny seedlings became this big! 
⑧It’s so heavy with lots of ripe grains. 
⑨Yay! We had a good harvest! 

 
 

 

ALICE CORPORATION 

 

Y'S PUBLISHING CO., INC. 

 

16     Japanese Children’s Society 機関誌 Friendship Autumn / 2018       

BY コマタキレコ (KIREKOKOMATA) 

Copyright © Japanese Children’s Society, Inc. 

All Rights Reserved. 

お問い合わせ／ファンドレイジング担当：半場 綾子 

 Japanese Children’s Society 機関誌 Friendship  Autumn / 2018      1    

The Experience of Growing Rice in the Traditional Japanese Way 

 ニューヨーク育英学園 Englewood Cliffs の

学園舎内には、夏休みの自由研究の作品展が

９－１０月中旬まで開かれていました。各校

から集まった優秀作には「いいですねシー

ル」が貼られており、全日制部門に限らず、

サタデースクール、サンデー、アフタースク

ールの子ども達の励みになっているようで

す。将来これらの児童の中からノーベル賞受

賞者が現れるのも夢ではないでしょう。 

（p.1 3 参照） 

 去る 7 月のサマーデイキャンプには今年で

6 年目になる東北からの小学生招待プログラ

ムがありました。被災地支援プログラムとし

て今年も 2 人の女子小学生がデイキャンプと

ホームステイを通してアメリカの生活、自然

を充分満喫して楽しんでいきました。(p.11)  

 8 月には 3 年に一度の全日制部門の同窓会

が東京で開かれました。元園児児童、元職員

の出席もあり、計 170 名の懐かしい顔に会え

たのは何よりもうれしい事で、学園の創立時

から携わっている私、園長としては至福の時

でありました。(p.14) 

 第 1 学期（春）には全日制 3・4 年生によ

るカブトガニ観察と農業体験の旅行。５・6

年生にはボストン方面（含、ジョン万次郎の

家小学校訪問）かワシントン方面の移動教室

があります。第 2 学期には幼児部年長組園児

による森のキャンプお泊り保育が人気です。

小学部 1・2 年生にはファームステイで農業

体験学習がありどのクラスも宿泊体験により

益々親密になります。20 人前後のクラスの

団結ができてきます。子ども達にとってはい

つもがエキサイティングな毎日で登園登校が

楽しみになります。(p.2) 

 さらに 9 月に入ってはスペインのセビリャ

地方から中学生高校生の歌姫達が来園し、国

際交流会が持たれました。（p.7） 

 

 さて NY 育英全日制部門では、まずは日本

以上に日本語を学びます。そして週 10 時間

の英語教育を導入したクロスメソッドにて

日々バイリンガル教育にあたっています。学

園の英語で自信がでてきた子ども達はある程

度のレベルになると現地校で挑戦したくなり

ます。そんな時、学園としては「頑張れ！」

と送り出します。と同時に日本語の教育には

学園のサタデースクール、サンデースクー

ル、そしてアフタースクールを勧めます。日

本での１週間分の勉強を１日で吸収するのは

大変ですが本学園の先生たちは実に見事に成

し遂げます。集中力がつくように指導してい

ます。私が日本へ帰った子たちの学校訪問を

すると、担任の先生がその子が海外にいたこ

とに気付いていなかったりするくらいに順応

していてほっとします。 

 受験では、全日制、その他の部門に関わら

ず英語に強いところが有利に働き、うまくい

っていることを聞き安心します。 

 しかしいきなり現地校へ入った場合、子ど

も達の現地校でのストレスは大きく、大人に

はわかりません。学校になじめずに情緒不安

定になる子、帰国までずっと ESL のクラスに

しかいなかった子もいます。保護者が現地校

の経験があるわけではないので、子ども達も

悩みはわかってもらえないからと話したがり

ません。リスクのないアメリカ生活を迎える

ためには、まず渡米が決まった時点で本学園

のホームページをご覧になって下さい。そし

て学園へ連絡して下さい。お勧めは、日本か

ら来た時にはまずは本学園全日制の幼児部小

学部を利用して日本語をベースにした生活で

足を地に着けてください。その子その子の性

格により語学の習得のスピードは違います。

子ども自身が毎日の英語である程度英語に自

信を持ち、自分から行きたいと言い出すのを

待って下さい。泳げるようになってから遠泳

大会に出るほうがいきなり放り出されるより

良いのは明らかです。急がば回れです。どの

子も健やかに成長していってほしいもので

す。 

 それから日本への帰国前にも本学園で、

「日本語の環境と習慣に慣れてから帰ったほ

うが良い。」との経験者の弁です。サタデー

スクールのアートの日でも、「現地校では絵

の具を使ったことがなかったからよい経験だ

った」とよく言われます。また「体育の時間

があるのは助かった。現地校では縄跳び、跳

び箱や鉄棒での逆上がりなどもなく、NY 育

英で帰国準備したので、日本へのソフトラン

ディングになって助かった」と帰国した親子

からよく言われます。 

 これからお子さん 

達を呼び寄せるお父 

さん、帰国が近いフ 

ァミリー、本学園に 

興味のある方はオー 

プンハウスに限らず 

いつでもどんどん見 

学にいらしてください。そして当地アメリカ

東海岸の素晴らしい環境での海外生活を家族

全員で楽しみ、より多くの良い思い出を作っ

てほしいものです。皆さんのご来園を心より

お待ちしております。 

いつもエキサイティングな NY育英 

 
 帰国のソフトランディング 

 
AMNET NEW YORK, INC. 

IACE TRAVEL 

KOSAKA'S KITCHEN, LLC. 
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幼児部お泊り保育 

 今後の教育において重視されなければならないのは、ヒト・モノや実社会に実際に触れ、五感を通じて何かを感じ、学ぶ取り組みとな

る「直接体験」であると考えます。そこで、本学園全日制では、幼児部から小学部まで、「直接体験」を中心とする多くの体験活動を実

施しています。特に、幼児部年長組から小学部６年生までは、学外での集団宿泊活動をカリキュラムに取り入れ、学習活動を展開してい

ます。前号での小学部５・６年移動教室に続き、幼児部と小学部での宿泊体験学習について活動の様子を紹介します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

カブトガニ観察と農園見学・体験 
＊日 程 ２泊３日 

＊行き先 デラウエア州ドーバー近郊  

 デラウエア州ドーバーは、アメリカ独立以

前よりヨーロッパの入植者がコロニーを形成

した地です。また、カブトガニが、５・６月

に産卵に訪れることで世界的に有名です。そ

して、その卵を餌とする多くの渡り鳥たちの

中継地点でもあります。 

 学園を出発後、ニュージャージー州ケープ

メイからフェリーに乗り、イルカの群れを観

察しながら、デラウエア州に渡ります。 

 ドーバー市内でアメリカの歴史について学

んだ後、現地のネイチャーセンターを訪れ、

カブトガニと渡り鳥についての学習を行いま

す。そして、カブトガニの産卵のピークを迎

える時間帯には、海岸に移動します。海岸で

は、現地の自然観 

察員と高校生のボ 

ランティアから指 

導を受けて、産卵 

後のカブトガニの 

様子やカブトガニ 

の数え方、タグ付 

け作業、砂の中に産み付けられた卵を実際に

手に取って見る等、保護活動の貴重な体験を

します。「生きた化石」とも呼ばれているカ

ブトガニの生息数は減少傾向にあり、絶滅寸

前の地域もあります。２億年を生き延びてき

たカブトガニにとって一番の天敵は、彼らの

卵を食べる渡り鳥たちでなく、実は彼らの生

活環境を奪う人間です。カブトガニと渡り鳥

が生き延びようとする姿に直に接すること

で、命の尊さを実感し、また、環境を守ろう

とする姿勢を培います。 

 また、日本の野菜を有機農法で育てている

農場「スズキファーム」を訪れ、有機農法や

作物の選び方、土作りなどについての話を聞

き、畑でピーマンやキュウリの収穫を体験し

ます。その日は獲れたての野菜を使い、バー

ベキューをして、子どもたちは、ふだん何気

なく食べている野菜が、さまざまな工夫や努

力の元に育てられていることに気づくように

なります。 

 ３日間の宿泊学習を通して、「生命の繋が

りや尊さ」、「食糧に対する恩恵」、「アメ

リカの産業と文化」について深く学ぶことが

できます。 

 

 

森のキャンプ 
＊日 程 １泊２日 

＊行き先 ＮＪ近郊のキャンプ場  

 全日制幼児部年長組が７年前より始めた保

育です。年長園児を対象に、場所を変えて毎

年８月末に実施しています。 

 宿泊はキャンプ場内のキャビンです。各部

屋に分かれて、友達と 2日間を過ごします。

森を散策しながら、虫や草花、木、鳥のさえ

ずりなど、自然を全身で見て、聞いて、感じ

ます。夕飯は、みんなで協力してカレー作り

に挑戦します。クラスの友達と揃って食べる

初めての夕飯では、「毎日ここでカレーを作

りたい。」と、いつもと違う環境を楽しむ様

子が見られます。 

 薄暗くなった頃には、恒例のキャンプファ

イヤーです。森の中から「火の神」が現れ、

薪に点火。炎を囲んで歌を唄ったり、一日を

振り返ったりします。終わりには、小さくな

った炎の中にサツマイモを入れて焼き芋を作

り、味覚でも自然の甘さを堪能し、日が沈み

辺りが暗くなるまで戸外での活動を楽しみま

す。一日キャンプ場を縦横無尽に走り回って

いた子どもたちはクタクタになり、消灯後ま

もなく施設内には子どもたちの寝息が響きま

す。 

 ２日間寝食を共にして体験を共有すること

で、協調性や仲間 

としての絆が以前 

より深まります。 

親の心配をよそに、 

子ども達は自主的 

に行動し、一つひ 

とつのプログラム 

をとても楽しんで 

います。 

 この宿泊行事を 

通して、助け合い、 

我慢、頑張る力を 

つけ、園児たちはひと回り成長します。学園

に帰着した年長児は、達成感に満ち、頼もし

さすら感じます。 

小学部１・２年移動教室 小学部３・４年移動教室 

 幼児部に始まるお泊り保育では、日常生活へと活かすという方向性だけでなく、日常生活

での成果をお泊り保育で確認します。そして、幼小一貫教育である本学園では、幼児部から

小学部宿泊学習に向けて目標を立てるという方向性もまた重要であると考え、全宿泊学習を

計画しています。単に子ども達に自由に活動させるだけではなく、子ども達の体験を「学び

の過程」の中にきちんと位置付くように指導しています。 

シリーズ～先輩から一言～ 
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ファームステイ 
＊日 程 １泊２日 

＊行き先 ＮＪ・ＮＹ近郊の農場  

 自然の循環や命のつながりを理屈ではなく

心と体で感じることのできる体験の場となっ

ています。 

 １・２年生の子どもたちが縦割りのグルー

プに分かれ、農場内の広大な 300エーカーの

敷地内にある民家に分宿して農場生活の体験

学習を行います。 

 農場に着くと、子どもたちは、オーナー夫

妻の出迎えを受けた後、｢とうもろこしの皮む

き｣「広大なトウモロコシ畑でのコーンメイズ

（迷路）」「動物たちへのえさやり」などの

様々な活動に挑戦します。ヘイライドに乗っ

てコーンメイズに向かう中、広い草原と澄み

渡る青空の絶景を見た子ども達からは歓声が

上がり、「こんなにいっぱいのトウモロコシ

を初めて見た。」「空が広い。」「色々な動

物があっちにもこっちにも楽しそうに暮らし

ているのが見える。」などの声が聞かれま

す。農場の朝は起床も早く、朝食の前に、子

牛たちに朝ごはんのミルクをあげて、「鶏の

卵集め」「乳絞り」を体験します。他にも、

農場での思い出を凧にそれぞれ絵で描き表

し、広大な自然の中で思いきり走り回って行

う凧揚げや、農場でのバター作りなどの活動

も行います。 

 子どもたちは、農場の人々の仕事を知り、

普段の生活では考えることの少ない、命のつ

ながりや尊さ、大切さを、農場での体験学習

を通してしっかりと 

学びます。 

参した自動餅つき器が大活躍したとか。今と

比べてまだまだ日本人が少なかった当時のニ

ューヨークで、学園の中でも外でも、みんな

で知恵を出し合って助け合っていたようで

す。その中心にあったのが、よい子の学園で

した。 

 学園ではたくさんのことを学ばせていただ

きましたが、私にとって特に大きな財産とな

ったのは日本語のクラスでした。海外にいて

も日本語の言語の幹をしっかり育てることが

思考の基礎と深さに繋がるという当時の学園

の教育ポリシーのもと、日本語をみっちり教

えていただきました。帰国後は，現地の学校

で英語漬けにしなかった両親に不満を持った

時期もありましたが、２歳から４歳という重

要な時期に日本語の学習をしっかりできたこ 

とは，その後，論理的思考力やコミュニケー

ション能力を向上させる上でも良かったので

はないかと今では思っています。また、日本

語で考え、議論を交わし、人を説得し、難し

いことをできるだけわかりやすく伝える文章

を書くという弁護士に必要不可欠な能力の素

地が作られたのも、このときの学園の教育の

おかげなのではないかと思っています。 

 それと、私は高校生のころから自由思想や

人権思想に興味を持つようになり、それが弁

護士を志すきっかけになったのですが、そう

いう考えを持つようになったのも、学園にい

たころにたくさんの個性を持つ方にお会いし

多様なカルチャー、考え方に触れることが影

響しているのではないかと思います。目立つ

ことが決して良いこととされず、目に見えな

い同調圧力が蔓延する帰国後の日本での生活

の中でも、それに違和感を抱き、個性・自由

を尊重して多様性を認めることの大切さを忘

れなかったのは、学園での生活があってこそ

だと思っています。 

 いま、弁護士になって１０年目になりま

す。企業間の契約書の確認やトラブルの処理

（企業法務といいます）や、個人の方の相続

や離婚問題など（一般民事事件といいま

す）、色々な事件を扱っています。契約書の

確認や国際的な家庭の相続問題で英語を使う

こともあります。人と争う（敵がいる）とい

う特殊な仕事ですので、人に恨まれることや

怒鳴られることもあります。でも、苦しい立

場にある人をその置かれた状況から救い出

し、本来の姿・権利を取り戻してあげること

もできるのが弁護士という仕事です。責任の

大きい仕事ですが、その分やりがいも大きい

仕事です。弁護士の仕事をしていると、ただ

法律の知識・情報を提供するだけではダメ

で、自分の頭で考えて戦略的に事態に対応す

る能力が求められていると感じます。それと

同時に、自分の考えを押し付けるのではなく

様々な悩みや苦しみを持つ方の状況を理解し

それに寄り添える共感力が大切であると思い

ます。  

 残念ながら、学園で過ごした２年間のみで

英語がペラペラになったわけではありません

が、学園での生活はそれ以上に大切な今の私

の基礎の部分を作ってくれました。ちなみに 

 

―プロフィールー 
 早稲田大学卒。都内法律事務所で勤務後、２０１３年

に「辻山・五十嵐法律事務所」を設立。「共感力，発想

力，行動力」をテーマに、一般民事事件、企業法務を幅

広く取り扱う。 

 
２歳離れた弟は、帰国後ミネソタに留学し、

今はドイツの大学で経済学の教員をしていま

す。学園生活が弟にどんな影響を与えたかは

わかりませんが、楽しかった学園での思い出

が海外に飛び出す勇気を与えてくれたのかも

しれませんね。 

 めまぐるしい勢いで IT 技術が進歩し、そ

う遠くない未来に、ほとんどタイムラグがな

く、違和感もなく、日本語を英語に翻訳する

アプリケーションが開発されるのではないで

しょうか（もうそういうものが出始めていま

す）。昔のように英語が話せればいい大学や

会社に入れるという時代は終わりになるので

はないかと思います。知識もそうです。どん

なことでも瞬時にインターネットで検索して

知識を得られる時代が到来し、「知ってい

る」ということの価値は昔に比べて落ちてき

ています。 

 皆さんは、いま学園で一生懸命英語の勉強

をしていると思います。それはもちろんとて

も大切なことで、将来どのような分野に進む

としてもきっと大きな武器になってくれると

思います。でもそれと同じくらい、皆さんが

ニューヨーク育英学園で出会った人やいろい

ろな考え方、自分と違う文化や考えの人と接

していく経験から学んだことは、皆さんの貴

重な財産になってくれると思います。「外

国」で暮らすというなかなかできない貴重な

チャンスですので、この機会にたくさんの人

と出会い、積極的に色々な経験をして頂けれ

ばと思います。優しく、強く、柔らかい心を

持ち、自分で考え、その考えを積極的に発信

し、言語の壁を越えて世界中から必要とされ

る、本当の意味での国際人になってくださ

い。応援しています。 

 最後に、初めての海外生活で右も左も分か

らなかった私の家族に、よい子の学園の創始

者である故丹羽先生、現理事長の岡本先生に

は本当に親切にして頂いたと聞いています。

本当にありがとうございました。３５年前の

家庭的な雰囲気はそのままに、今では全米屈

指の日本人教育施設に発展したニューヨーク

育英学園のますますの発展を祈っておりま

す。 

 
  
 
 

生きた学習（幼小宿泊体験学習） ― NJキャンパス全日制 ― 

学力の基盤となる体験 体験活動と言語活動 
 

豊かな心を育む 
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お問い合わせ／NJ キャンパス全日制幼児部主任：小山 由里子・全日制小学部主任：川添 太久真 
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 私は、１９８２年、２歳のころ、石油会

社に勤める父の仕事の都合でニューヨークに

引っ越しました。それから約２年間、弟とと

もにニューヨーク育英学園にお世話になりま

した。当時は「よい子の学園」という名前で

したので、今でも我が家では「よい子の学園

でこんなことがあった。」等と昔話を懐かし

く思い出しています。家族とともに日本に戻

ってからもう３５年も経ちますが、岡本先生

と両親との親交は続き、今回、岡本先生が両

親を訪ねてきてくださった際、この「先輩か

ら一言」のコーナーのお話をいただきまし

た。遥か昔に２年だけ在籍していた私が、今

学園で頑張っている皆さんのお役に立つ話が

できるかはわかりませんが、少しだけ「よい

子の学園」での思い出をお話しさせてくださ

い。 

 ニューヨークと聞いて思い出す情景は、日

本では考えられないような広いマンション

（当時住んでいたマンションは２２０平米あ

ったとか）や、エンパイアステートビル、公

園の砂場で遊んだことなどです。なにしろ２

歳から４歳と、ほとんど記憶がない時期なの

で、それらの情景が帰国後に当時の写真やビ

デオを見て作られた記憶なのか、実際の体験

の記憶なのかははっきりしません。 

 当時のことを両親に聞いてみると、当時の

学園はマンハッタンのど真ん中にあり、私の

マンションは学園のあるビルと同じビルの中

にあったようです。エレベーターに乗るだけ

であっという間に学園についてしまうのです

から、私の両親からすればそんな楽な話はな

いですね。マンハッタンの中心という場所

柄、保護者の方々は芸術家やレストランの経

営者の方などが多く、その影響もあったのか

学園では英語はもちろん、絵画、楽器、踊り

など様々なクラスがあり、ニューヨークで活

躍するプロや、プロの卵のような専門的な先

生がクラスを担当してくれていたようです。

両親の話では、当時の学園は小規模で非常に

家庭的な雰囲気だったそうです。今回、岡本

先生にパンフレットやカレンダーなどをみせ

ていただきましたが、規模は大きくなっても

家庭的な雰囲気は変わっていないようなので

嬉しくなりました。 

 アットホームな学園の雰囲気は保護者同士

の関係でも同じで、我が家でも学園の友達の

家族を迎えてよくホームパーティーを開いて

いたようです。その時は日本から持参した自 
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フレンズアカデミー・４周年目を迎えて 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【同窓会に関するお問い合わせ先】 

Dosokai.zennichi.nyikuei@gmail.com 
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 ８月４日、NY育英学園全日制部門の同窓会

が代々木のオリンピック記念青少年総合セン

ターにて開かれました。 

 猛暑の中、岡本徹学園長と川吉里季同窓会

会長の下、３年に１度の同窓会には約 170人

が集い合い賑やかな会となりました。現職の

幼児部担任まり先生の楽しい司会と元職員や

先生達のヘルプもあり、全員和気あいあいな

雰囲気を楽しみました。 

  

 NY育英学園の前身「よいこの学園」時代の

卒園児４人が母となって、子連れで受付けを

買って出るほほえましい姿もありました。 

 岡本学園長からは、来年、学園が創立 40周

年を迎える事や現在 NJのイングルウッド ク

リフスとフォートリー校、マンハッタンのサ

タデースクールとフレンズアカデミー、又ポ

ートワシントンサタデースクールなど、現状

の報告や学園オリジナルの英語教授法クロス

メソッドの説明がされました。 

  

 中高生、大学生達は今通っている学校での

でき事を紹介、懐かしい NY,NJでの思い出を

発表しました。各ファミリーからはアメリカ

から帰って感じた事や育英での思い出、今の

生活、今後の予定などが発表された。後半に

は各時代、各世代のグループに分かれて昔話

に花が咲いていました。 

 最後には学園歌の斉唱、クイズゲームもあ

り、打ち解けた雰囲気の中 、幼児から大人ま

で学園の Tシャツ、学園グッズを手に入れて

歓声が上がっていました。 

 九州や北海道から来たファミリーやシンガ

ポール、フィリピン、ニューヨークからの一

時帰国組も多くいて、記念撮影の後皆次の同

窓会での再会を誓い合っていました。 

 

参加者からのコメント① 
 同窓会を開催して頂き、また楽しい時間を

過ごさせて頂き、ありがとうございました。

二年振りに学園長先生や友人達と再会出来、

息子は本当に嬉しかったそうで、元気を頂き

ました。息子は中学二年生になり、思春期真

っ只な中、きっと楽しいことばかりではない

毎日だと思いますが、NY育英学園で過ごした

時間や、みんなとの思い出が、これからも彼

を支えていってくれると思います。また皆様

に再会出来る日を楽しみにしています。 

（卒園生保護者 西田 三貴子様） 

 

将来の展望について 
  

 今後はマンハッタン地区において、日本

語・日本文化、日本人コミュニティーの発信

地としての役割を担っていきたいと考えてお

ります。そのためには、たくさんの人々が集

う場でなければならないと思います。 

 今後も充実した教育活動は元より、積極的

な地域イベントの企画・運営を拡大していき

たいと思います。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

↑子育て支援広場「ぽっぽ」の様子。 

 月に一度金曜日に親子で参加するイベント

となっています。子育て中の親同士が情報交

換を行うコミニティーの場となっています。 

 また、地域のコミュニティーと融合する中

で、アメリカ人や様々な国から来た人々に日

本文化を発信する場としての役割も担ってい

きたいと思います。「日本人とアメリカや

様々な国の人々との文化の架け橋になる。」

そんな理想を持って日々、活動を続けていま

す。 

 

 

 

 

 
 
 
 

↑６月１０日（日）に行われた書道のワーク 

 ショップ（オリジナルＴシャツ作り／  

 講師：阪上眞澄）の様子。 

 フレンズアカデミー近隣に住んでいる方々

が多数参加しました。 

 今後、フレンズアカデミーがマンハッタン

地区において日本人コミュニティーの発信

地・中心地となるようスタッフ一丸となっ

て、尽力して参りたい次第であります。その

ためにも、常日頃より地域コミュニティーと

の関係・連携を構築し、協力体制を築き上げ

ていかなくてはいけないと考えています。 

お問い合わせ／同窓会担当：岡田 幸子 

 

お問い合わせ／フレンズアカデミーーディレクター：河野 茂 

 

 ここで全日制たんぽぽ幼稚園の特徴につい

て以下にご紹介いたします。 

①たんぽぽ幼稚園では、アメリカの幼児教育

カリキュラム、ティーチングユニット、トピ

ックスを取り入れながら日本語で活動を実践

しています。そして、遊びを通す中で、アカ

デミックな内容が学べるようにカリキュラム

を組んでいます。 

 

 

 

 

 

 
②探求心を掻き立てるような小さなグループ

に分けた活動を推奨しています。また集団活

動が学べるよう、折り紙、製作、リズム体操

などを一斉活動の中で行います。 

 

 

 

 

 

 

③年間のテーマを設けてカリキュラムを作成

しています。２０１８年のテーマは「身近に

あるサイエンスを探そう」日常の遊びや活動

の中にサイエンスの学習に繋がる要素をたく

さん取り入れています。２０１８年度に学ん

だ内容は以下の通りです。 

★磁石の性質（鉄の性質） 

★物の重さ（質量・容量の概念） 

★色の三原色（色の組み合わせ） 

★月の観察（満月、半月、三日月など） 

★水のサイクル（水の循環システム） 

★植物の生長（発芽、生長、種子） 

 

 

 

 

 

 

  

 フレンズアカデミーはマンハッタン・ミッ

ドタウン（343 Lexington Ave.）からアッパー

ウエスト（103rd St & Between River side Dr. and 

Westend Ave.）の新校舎に移転して４周年目

を迎えます。 

 

 ２０１５年９月の移転当初は数人の園児か

らスタートしたフレンズアカデミー全日制た

んぽぽ幼稚園でしたが、今ではたんぽぽ幼稚

園パートタイムプログラム、親子教室、幼児

教室の他に、幼児を対象とした放課後の日本

語基礎教室、小学生以上を対象とした国語算

数教室、英検対策講座、アフタークラス（う

んどうクラブ、書道教室、音楽教室）、それ

に加えて土曜日、日曜日のウィークエンドス

クール（幼児部・小学部）と拡大を続け、フ

レンズアカデミー全体の現在籍者は総勢 200

名を超えるようになりました。 

  

 この他に専門の講師を招いての書道ワーク

ショップ（オリジナルのＴシャツやカレンダ

ー作り）、子育て支援講座の一環としてのお

弁当作り講座、ニューヨークで子育て中の保

護者を対象とした子育て支援広場「ぽっぽ」

などマンハッタン界隈の日本文化の発信地と

しての活動を数多く行っております。 

 

 

 

参加者からのコメント② 
 1991年の小学四年生の二学期から 1994年の

卒業まで弟と ENGLEWOOD CLIFFS の NY育英学

園に通っておりました。今回、ファミリー同

窓会のお知らせを頂き、卒業してから 25年ぶ

りに同期 5名で集まることができました。園

長先生も変わらずお元気で、小学校 6年の担

任のヤング先生がまだ在任されていると伺い

懐かしく思い出されました。旧友と昔の写真

を見ながら、運動会、仮卒業式、林間学校、

卒業制作のトーテンポール、放課後の野球、

先生方の話など、昔話に花が咲きました。 

 当日は自分の子供と同じ歳のお子さんが多

数いらっしゃり、NY育英学園の歴史を感じ、

自身もその一員であることがとても嬉しく感

じました。また 3年後のファミリー同窓会も

今から楽しみにしています。

（1994 年卒業 富崎【旧姓 武盛】景子様） 

 

 

同窓会会長からのコメント 
  

 先日はお忙しい中、第 25回ニューヨーク育

英学園ファミリー同窓会にご参加いただきあ

りがとうございました。改めて厚く御礼申し

上げます。 

 手さぐりで始めた世話係でしたが、リピー

ターも増え、同窓生や元職員の方が二世と一

緒に参加する微笑ましい様子もあり同窓会が

益々盛んになるのを実感しています。そして

様々な世代の同窓生や保護者の方々と交流の

時間を共有できたことを大変嬉しく、また皆

様の近況報告に胸温まるような気持ちでいっ

ぱいになりました。 

 今回の同窓会の様子を学園ホームページ

「同窓会情報」にて載せさせていただきま

す。 

 同窓会日本支部は 3年後の 2021年を予定し

ております。日程などの詳細はホリデーカー

ドや、学園ホームページにてご参照くださ

い。 

 皆様にまたおめにかかれることを楽しみに

しております。皆様のご健勝とご多幸をお祈

り申し上げます。 

（同窓会日本支部会長 川吉 里季） 



  

                    

    

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

NY 育英学園主催コンクール・展示会 NJキャンパス全日制の英語教育 幼児部の英語 

 今年で第５回目となる「ニューヨーク育英

学園夏休み自由研究合同展示会」。NY育英

学園の様々な部門において、小学生以上の児

童生徒が夏休みの間に知恵を絞り工夫を凝ら

した自由研究を合同展示したい、という思い

から始まった催しです。 

 夏休み明けに子ども達から提出された自由

研究は、まず各部での発表会や展示となりま

す。ニュージャージーキャンパスでは、全日

制小学部の発表会を皮切りにサタデースクー

ルニュージャージー校の発表などがあり、サ

ンデースクールの作品も含めてすべてが展示

されます。サタデースクールマンハッタン校

では小中学部それぞれで発表会が行われ、全

作品が授業日に展示されます。また、サタデ

ースクールポートワシントン校では小学部作

品が展示をされます。 

 今年は９月２７日から１０月７日までの約

２週間、たくさんの皆様に鑑賞いただきまし

た。最終日は育英バザー当日ということもあ

り、子ども達の作品をじっくりと時間いっぱ

いご覧いただいた皆様も多くいらっしゃいま

した。ありがとうございました。 

 本展示会は毎年開催されますので，今年は

見逃してしまったという皆様はぜひお越しく

ださい。 

 ※学園 HP上では過去の作品集をご覧いた 

  だけます。 

  

２０１８年度 

第５回 NY 育英学園夏休み自由研究合同展示会 

～NY 育英学園夏休み自由研究合同展示会選定委員会による「いいですね！」作品一覧～ 

 

夏休みの傑作が大集合 

 展示作品の中で「創造性があり、自らの

言葉と力でまとめたもの」と認められた作

品には、このシールが貼ってあります。 
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お問い合わせ／新企画担当：牧野 佳代子 

 

NY育英プリクロスメソッド ２年目を迎えて 

 NY育英プリクロスメソッド 

 NY育英学園全日制幼児部では、開設当時

より、子どもたちが人格形成や親との絆を作

るのに大切な幼少期に、日本語を母語として

定着させることを第一目標としてきました。 

 同時にアメリカ当地にある日本人学校とし

て、地の利を生かし、ネイティブ英語講師に

よる英語学習の時間を設け、英語や異文化に

慣れ親しむ環境作りも大切にしてきました。 

 近年は、母語教育を中心にしつつも、より

積極的に早期のバイリンガル教育を取り入れ

るようになり、英語に触れる時間を段階的に

増やし、2017年度からは、幼児部にも毎日

の英語を導入し、「プリクロスメソッド」と

名付けました。 

 

 

 

 昨年度改定したプリクロスメソッドは、年

齢に応じて徐々に英語での活動の時間が増え

るカリキュラムとなっています。 

 年少組は、ネイティブ英語講師による英語

の時間を毎学期１回ずつ増やし、３学期には

週３回の英語の時間があるほか、毎日朝の自

由遊びの時間に英語講師が入ります。年中と

年長組は、月曜から木曜まで週４回英語の時

間があるほか、金曜日はバイリンガルの時間

として、日本語での活動に英語でのアシスタ

ントが入ります。さらに、全クラス英語講師

とのランチおよび自由遊びの時間を設け、普

段の生活の中で子どもたち一人一人が英語で

会話をするチャンスを設けています。 

 子どもたちは、毎日英語講師たちと過ごす

ことで、この一年で英語に対するポジティブ

な姿勢が培われ、英語講師たちと廊下などで

会った時も、積極的にコミュニケートしよう

とする姿が以前より、より見られるようにな

ってきました。 

 また、ＮＹ育英学園のバイリンガル教育の

特徴は、月曜から木曜日までの活動の中では

日本語の時間と英語の時間をはっきりと切り

分けていることにあります。これにより、園

児は誰もが日本語脳と英語脳を切り分けてそ

れぞれの言語でのコミュニケーションを伸ば

すことに効果が上がってきました。 
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毎日の英語の成果 

年長組：現地校と同教材での学習 

 年長組では、ＥＳＬ（English as a Second 

Language）の学習を基本にしつつも、現地校

の Kindergarten でも使用されている Scott 

Foresman 社の教材も使用しながら、英語学習

の基礎となる様々な語彙や会話表現を学んで

います。また、アルファベットやフォニック

ス、さらに Sight Wordsの学習もしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近は、現地校の Kindergarten でも、スマ

ートボードを使った学習を取り入れていると

ころがほとんどです。年長組でも、歌のビデ

オやアルファベットの練習などでスマートボ

ードを使い、子どもたちの興味を引き出しな

がら楽しく学習しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 昨年度より、より本格的な英語学習が始ま

る小学部のＮＹ育英学園独自の英語カリキュ

ラム「ＮＹ育英クロスメソッド」の橋渡し役

のカリキュラムとして、幼児部にも金曜日に

「バイリンガルの時間」を取り入れました。 

 2018年度は、これをさらに進化させ、年

長組はいつもは日本語で行っている朝の会と

帰りの会をネイティブ英語講師のリードで英

語で行っています。 

 また、「バイリンガルの時間」は母語であ

る日本語での活動を主体に、日本語も分かる

アメリカ人バイリンガル講師が、英語でサポ

ートしますので、「日本人の先生が日本語で

言ったことは、英語ではこう言うんだ。」と

子どもたちがより自然に英語に慣れていくこ 

 

 

年中・年少組：オーラル中心の英語 

 年中および年少組では、普段日本語での園

生活に必要な先生の様々な指示の言葉や、友

だちとの遊びで使う表現、そして身の回りの

ものの言葉を英語で聞いて分かる、自分から

も簡単な英語で表現できるといった、英語の

オーラル・コミュニケーション力の育成を目

標に置いた活動しています。実は、これも現

地校で学習する内容と同じなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちは「英語の時間」の中で歌やゲ

ームをしながら新しい英語の言葉や表現に慣

れ、さらに自由遊びの時間に英語講師と一緒

に遊びながら実際にそれらを使う機会を設け

ることで、自然と英語での表現が身に付いて

きたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

とができるよう工夫されています。 

 また、金曜日には月１回の英語アートの時

間があり、子どもたちの想像力が英語学習力

の相乗効果を上げる結果につながっていま

す｡ 

金曜バイリンガルの時間 

お問い合わせ／ＮＪキャンパス全日制英語科アドバイザー：中川 晴美 

 



  

                    

   

 

            

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 ２０１８  育英サマー 

りんごラーニングセンター サマーデイキャンプを終えて 

＜きりんのへや こども園＞ 

 夏の活動を楽しみにしていた、きりんのへ

やの小さな子ども達は、水着での毎日の登園

に大興奮でした。「せんせい、きょうは な

にしてあそぶの。」「おっきな、おっきなし

ゃぼんだま つくるよ。」と、朝の集まりの

会でも毎日子ども達はやるき満々でした。 

 ＮＹ育英学園のグラウンドや、当センター

のアウトドアプレイエリアを使っての水遊び

や、シャボン玉を使った大きなタライいっぱ

いのあわあわ遊び、そしてカラフルで、とっ 

                ても冷た 

                いスライ 

                ムを使っ 

                た色混ぜ 

                遊びなど 

                夏ならで 

                はの時間 

                を五感を 

                たくさん 

使って楽しみました。 

 このきりんのへやデイキャンプを終えて、 

おむつを卒業できた子、洋服の脱着が上手に

なった子、靴の左右が分かるようになった

子、ご飯を一人で上手に食べることが出来る

ようになった子等、成長が随所に見られまし

た。 

    
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜語学部門＞ 

 6 月末より始まった英語サマーデイキャン

プも、9 月の現地校の新年度開始と共に終了

しました。今年度も 1st, 2nd, 3rd, 4th セッシ

ョンと、子ども達のたくさんの笑顔が溢れた

約 2 か月の間でした。 

 1st ＆2nd セッション(各 3 週間＆2 週間)で

は、子ども達が、朝の登校から 4 時の下校ま

で、毎日そして一日中、英語を使って過ごす

ことに挑戦しました。日頃は、日本語を使っ

て過ごしている友達や仲間と、昼食時のリラ

ックスした会話まで英語を使うのは、少し照

れくさくて、最初の数日は、「し～ん」とし

た中での昼食でした。毎日の勉強や、外での

活動、休み時間の英語ゲーム等を通して、友

達との何気ない簡単なコミュニケーション英

語がチラホラ聞こえてくると、それをさらに

吸収した子ども達は直ぐに、昼食時の楽しい

会話に活用して、開始から 4 日も過ぎれば、

大きな笑い声が聞こえる、美味しい楽しい昼

食の時間となっていました。これが、生きた

英語とでも言うのでしょうか。英語を喋って

聞いて、大笑いしている子ども達の声を聴く

ことが私の最大の喜びです。 

 3rd セッションは、午前・午後を低学年・

高学年に分け、それぞれ毎日 3 時間のデイキ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ／フレンズアカデミーディレクター：河野 茂 

 

ャンプを実施しました。授業の最初には、宿

題の一つである日記をしっかり読んで発表

し、全員で 3rd セッションのテーマソングを

歌ってキャンプの一日が始まります。このセ

ッションのテーマは「Magic」でしたので、

魔法に関係づけたアートやサイエンスをふん

だんに取り入れ、興味深く、そして活動が盛

り沢山な毎日となっていました。 

 4th セッションは、「いろは日本語デイキ

ャンプ」もりんごラーニングセンターに加わ

りました。前セッションと同様に午前・午後

を低学年・高学年に分け、プロジェクターや

フラッシュカード等を利用し、言葉を探しを

したり、忘れていた漢字を思い出したり、お

話をしっかりとした声で読んだりと、大きな

日本語での会話が沢山聞こえました。 

 来年も多くの子ども達の参加をお待ちして

います。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年フレンズアカデミー・サマースクール報告 

 マンハッタン・アッパーウエストの新校舎

に移転から第３回目を迎えるフレンズアカデ

ミーサマースクール。期間中の参加者は 100

人を超え、今年もとても賑やかなサマースク

ールとなりました。 

 今年のサマースクール全体のテーマは「日

本の伝統的な文化を体験しよう」でした。こ

れとは別に幼児部、小学部の各学部毎に各週

小テーマが設けられました。 

 特に好評だったのは第１週目の「七夕」、

第５週目の「日本の食事の作法」でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 第１週目のテーマ「七夕」の制作活動で

は、それぞれが「ぼくは大人になったら忍者

になりたい」「お姫様になりたい」などの願

いを込めての色鮮やかな笹飾りと短冊作りを

しました。クッキングでは星の形を象ったフ

ルーツ寒天作りをしました。自分たちの手で

作り上げた星形寒天は格別であったようで、

誰一人残すことなく完食しました。  

 
 

 

 また、第５週目の「日本の食事の作法」で

は、「いただきます。ごちそうさま」と言う

言葉の意味、箸の正しい持ち方、使い方、オ

リジナルの箸置き作り、ランチョンマット作

り等、身近な食事の作法に焦点を当て、様々

なことを１週間かけて学びました。箸でスー

パーボールを運ぶゲームでは最初のうち「こ

んなのできないよ。」と言っていた子ども達

でしたが、時間が経つに連れて、１分間の間

にいくつものスーパーボールを上手につか

み、運べるようになりました。また、オリジ

ナルのランチョンマット作りでは色鮮やかな

作品が出来上がり、「今日から家で使うん

だ」と、とても喜んでいました。 

 

 今年の小学部は７月３０日から始まりまし

た。幼児部同様に週毎にテーマを設けてプロ

グラムを実施しました。第５週目のテーマは

「日本の美味しい夏」。日本の伝統的な食事

習慣や文化としての和食に焦点を置きプログ

ラムを進めました。「うつわ作り」、日本の

夏の風物詩である「素麺作り」そして「日本

の各地方の食文化、食習慣」について調べ、

週の最終日である金曜日には、その発表会を

行いました。子ども達はこれらの活動を通し

て、日本の食事に強く興味を持ったようで

「今度自分で作ってみようかな」「次、日本

に行くのが楽しみ」と話していました。 

 
 
 
 

お問い合わせ／りんごラーニングセンターディレクター：半場 綾子 

 

１２月２６日（水）～２８日（金） 

にはウインタースクールが予定されてい

ます。日本の伝統的な遊び（けん玉、 

めんこ、駒回し、竹馬など）やお正月に

まつわる文化体験を計画しています。奮

ってご参加ください。 

※詳細についてはフレンズアカデミー事 

 務局まで。 

 電話：212-935-8535 

 E メール friends.nyikuei@gmail.com 

 
 

 

 

 この他に、夏祭りの縁日、フィンガーペイ

ント、灯篭制作、鳴子作り等、盛りだくさん

の内容が行われ、子ども達は終始満面の笑顔

で帰宅の途へ着く毎日でした。夏祭りの縁日

の際はたくさんの子ども達が参加し、とても

賑やかな１日となりました。  
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記／ＮＪキャンパス全日制幼児部音楽専科・育英サタデーPW 校：中西 美紀 

 

 「いつまでも、すなおでやさしい 

  こころをたいせつに！」 
 過去 16年間、PW校と M校サタデースクー

ル幼児部年中組の子どもたちへ、お誕生日カ

ードのお祝いの言葉として書き続けてきまし

た。素直で優しい気持ちを相手に向けること

で、周りの人から愛される子どもになっても

らいたいと思うささやかな願いです。 

 NY私立大学 Jazz 演奏学科に、在学中の

1999年より、育英学園では保育及び全日制

幼児部音楽専科の指導をしています。日本で

学んだ幼児教育と YAMAHA音楽教室での指導

経験を生かし、二足の草鞋を履いた先生とし

て、沢山の子どもたちの指導に携わって来ま

した。 

 ４歳から音楽教室に通い始め、長い間ピア

ノとエレクトーンを習っていました。先生か

らの宿題をきちんと練習する優等生ではな

く、自分の好きな曲を好き勝手に弾き、気が

つけば弾きながら歌も一緒に歌っていまし

た。自由で楽しい音楽の学び方をしていたか

らこそ長く続けることが出来たのでしょう。 

 「石の上にも三年」と申しますが、楽器を

ある程度演奏できるようになるには、少なく

とも十年の歳月が必要です。子どもの頃勝気

だった私は、コンクールで自分の思い通りの

演奏ができなかった事に腹を立て「もうい

い、止める。」と挫折しそうになった事があ

りました。 

 その時「一つの事は、最後まで続けなさ

い。」と、陰で支えてくれた母親に、今も心

から感謝しています。もし生まれ変わり新し

い人生を歩むとしても、やはり音楽と一緒に

生きて行くでしょう。 

 子どもの目はキラキラと輝いています。

それぞれ個性があるように、違った光を放っ

ています。保育室で真っ直ぐに手を挙げ、発

表する子ども。先生の目を盗み、落書きをす

る子ども。人前に出ると、別人のように黙っ

てしまう子ども。とびきり、ダンスが上手な

子ども。話しかけても、なかなか返事をして

くれない子ども。それぞれが違った個性を持

ち自己主張しているのだと思います。その個 

性を理解し受けとめることで、お互い 

の信頼関係を育て一緒に学び、成長 

してきたように思います。出会った 

子どもたちは、どんな素晴らしい 

本よりも沢山の事を教えてくれま 

した。 

 子どもたち、有り難う！ 

NJキャンパス全日制の英語教育 小学部の英語 
NY育英クロスメソッド導入から８年目を迎えて 

NY育英クロスメソッド  『ＮＹ育英クロスメソッド』最大の特徴

は，「金曜一日英語集中プログラム」です。

「金曜英語の日」という愛称で呼ばれるよう

になったこのプログラムでは，子どもたちを

７つのレベル別クラスに分けて「聞く」「話

す」「読む」「書く」の英語の４技能を集中

的に伸ばすほか，理科・社会・体育・アート

といった他の教科学習や様々な総合活動を英

語で行います。また，朝の会や帰りの会は英

語科教師が各学年の担任として入り，丸一日

を英語漬けで過ごします。さらにアメリカの

季節の行事に伴う活動や現地校との交流会を

行ったり，ゲストを呼んで英語での講演会を

行ったりと，生きた英語力を身につけること

に重点を置き，その効果を上げてきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●英語学習のソフトランディングとして 

 英語を勉強したことがない子どもたちが，

日本からアメリカに来ていきなり現地校に入

ると，数カ月から数年，先生や友だちの言っ

ていることが分からない，つらい時期を過ご

すことになります。そんな子どもたちも，NY

育英学園全日制では日本語の学習をメインと

しつつも充実した英語教育を受けることで，

負担なく英語に慣れていくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様なニーズに応える 

●現地校にチャレンジ 

 せっかくアメリカにいるうちに，現地校で

の生活を体験して，国際人としての基礎を作

って欲しいと思う保護者の方は多いことでし

ょう。最初は現地校には行きたくなかった子

どもたちも，数年間学園の全日制で学習する

うちに英語に自信を付け，現地校にチャレン

ジしています｡全日制で２，３年学習し，し

っかりと基本の語彙・文法・Phonics の力を

付けた子どもたちは，現地校に転校してから

の英語の吸収が早いようです。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●日本帰国前の準備として 

 現地校生活が長かった子どもたちにとって

は，急に日本に帰ることになった場合，すぐ

に日本の学校に慣れることができるのか心配

です。そんな子どもたちも NY 育英学園全日

制に入れば，英語力を維持・向上させつつ，

日本語での学習能力をも向上させることがで

きます。 

●バイリンガル・マルチリンガルに 

 全日制には，日英バイリンガルの家庭であ

ったり，日本語を家庭では話さない子どもた

ちも数多く通っています。そんな子どもたち

も全日制の高学年までしっかりと通いなが

ら，現地校でもＥＳＬを必要とせずにスムー

ズに編入を果たしているようです。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＮＹ育英学園では，独自のバイリンガル教

育プログラム『ＮＹ育英クロスメソッド』を

小学部の英語カリキュラムに導入してから，

はや８年目を迎えました。 

 2011 年度に導入したこのプログラムは，

毎日１コマの英語学習と金曜一日英語集中プ

ログラムによる複合型カリキュラムを特徴と

しています。 

 ＮＹ育英学園では，小学部開設当時より毎

日の英語学習をカリキュラムに取り入れてき

ましたが，この『ＮＹ育英クロスメソッド』

導入により，英語の週の授業数はそれまでの

倍の 10 コマになりました。さらに単に毎日

英語を学習するだけでなく，金曜日は丸一日

現地校のように英語で過ごす「金曜一日英語

集中プログラム」を取り入れたことで，他に

ないユニークな複合型カリキュラムを確立し

ました。そして，１週間の中の時間流れをと

らえるならば、横軸（毎日の英語学習）と縦

軸（金曜一日英語集中プログラム）と縦横に

またがる十字（クロス）型となることから

2014 年にこのプログラムを『ＮＹ育英クロ

スメソッド』名付けました。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

                    

 ニューヨーク育英学園では、東日本大震災

発生後より、被災した子ども達の為に支援活

動を行なっております。震災により親を失っ

た子ども達のための支援活動及び、ケア施設

『レインボーハウス』の建設に協賛し、集ま

った義援金をあしなが育英会へ、現在も引き

続き寄付しております。 

 また、義援金活動だけでなく、被災した子

ども達と直接関わり、本学園ができる支援活

動として、学園が主催する『育英サマーデイ

キャンプ』に東北被災地の児童 2名を 2013年

夏、初めて招待しました。あしなが育英会の

ご協力により、子ども達は有意義な時間をア

メリカで過ごし、たくさんの思い出を作るこ

とができました。 

 翌年以降も継続し、2017年度は、九州地方

の被災地も対象に拡げ、さらに青少年を対象

として本学園サマー宿泊キャンプへボランテ

ィアスタッフとして招待いたしました。2018

年度以降はさらに、日本全国の被災地を対象

に拡げました。 

 

 第 6回を迎えた今夏は、小学 5年生の女子

児童を２名を東北から招待いたしました。二

人は例年と同じく育英サマーデイキャンプの

後期に１週間参加しました。キャンプでは水

泳や育英カップ、理科実験など様々な活動を

楽しみました。工作の時間では、世界に一つ

だけの手作りオルゴールを作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フィールドトリップでは、みんなでベアマ

ウンテン動物園＆博物館に行きました。地域

に生息する動物を観察したり、郷土の歴史に

ふれたりして、子ども達は終始驚きと喜びに

満ち溢れていました。 

 言葉の時間では、現地の子ども達と一緒に

英語の授業を受けて、最終日には全員の前で

英語で発表をしました。 

 放課後や休日には NY＆NJ 観光をしまし

た。自由の女神や、タイムズスクエア、セン

トラルパーク、メトロポリタン美術館やヤン

キーススタジアムでの試合観戦など、時間の

許す限り楽しい思い出をたくさん作りまし

た。週末に自然豊かなキャンプエリアでキャ

ンプをしたり NY以外の州へ旅行したりする

など、アメリカならではの体験をしました。 
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お問い合わせ／事務主任：園田 稚香 

 

 ＮＹ育英学園全日制小学部では、2011年

度より英語の授業数を週あたり 10コマに増

やし、英語やその他の教科や様々な総合学習

を英語で行う「金曜一日英語の日」を導入し

ています。月曜日から木曜日の毎日 1コマの

英語学習に加え、金曜日は英語科教師が担任

として授業もホームルームも全て英語で行う

という金曜一日英語集中プログラムの二本立

てによるあ「ＮＹ育英クロスメソッド」を確

立し、その効果をあげています。このＮＹ育

英学園独自のメソッドにより、日本からアメ

リカに来て、英語をあまり勉強したことがな

い子どもたちにバイリンガル教育を提供し、

現地校にチャレンジできるようにする現地校

へのソフトランディングをサポートしたり、

現地校生活が長かった子どもたちに英語力を

維持しつつも日本語による学習能力を身につ 

・ウェイティングを受付中の部門・学年もありますので、お申し込み前にまずはお問い合わせください。 

～ＮＹ育英学園ＮＪキャンパス全日制における英語教育～ 

 
けながら日本式の学校生活に慣れることが出

来るようにする日本帰国へのソフトランディ

ングも応援しています。 

 また、全日制幼児部では、母語である日本

語を育みながらも、英語により慣れ親しむた

め、2017年度からは英語の時間を増やしま

した。毎日英語の時間を設けると共に、英語

でのアートの時間を設けたり、年長と年中は

金曜日にバイリンガルの時間を設けたりな

ど、小学校からの金曜一日英語の日の準備過

程を設けることで、幼児部のうちから英語で

の生活にも慣れることをができるようなシス

テムとなっています。金曜日のバイリンガル

の時間では、アメリカ人の先生が日本人の先

生のアシスタントとして入り、様々な活動を

英語でサポートしますので、子どもたちは日

と英語のシャワーを一緒に浴びることになり 

ます。 お問い合わせ／サマー留学担当：岡田 幸子・山田 亜香里 

 

 

～日本全国被災地支援 招待企画 2018～ 

 ニューヨーク育英学園では、震災被害に遭

った日本の子ども達への支援を一時的なもの

とせず、今後も継続して「アメリカサマー留

学」企画を実施して参る所存です。本企画へ

のご支援は、年間を通して受け付けておりま

す。招待児童・青少年の航空券をはじめ、使

用目的を指定しての寄付も可能です。ＮＹ育

英学園は米国非営利団体（IRS501(C)(3)）と

して認定されており、米国での税金控除の為

の証明書を発行できます。団体や企業の皆

様、在籍家庭の皆様、また本企画へご賛同い

ただける個人の皆様からの温かいご支援ご協

力をお待ちしております。何卒よろしくお願

い申し上げます。 
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 本企画では、様々な団体・企業の皆様より

ご支援をいただいており、本年度は IACE 

Travel 社、NYKライン（ノースアメリカ）

社、JAL日本航空社、Daily World Press 社、

Y’s Publish 社、NY 日系人会等の企業の皆様

や、個人の方に多大なるご支援をいただきま

した。誠にありがとうございました。また本

学園に在籍されているご家庭にホストファミ

リーとしてホームステイにご協力いただいて

おります。今年度も 2家庭より、大変温かい

おもてなしを頂きました。この場をお借りし

て厚く御礼申し上げます。 

 

 本学園では、今回初の試みとして 2018年春

に本企画における招待留学生の渡航費用（半

額分）として 25万円を目標金額としてクラウ

ドファンディングに挑戦して参りました。目

標金額の 68%までご支援を頂きましたが、残念

ながら期限までに目標に達せず、クラウドフ

ァンディング会社の規定により、ご支援頂い

たご寄付は全額、支援頂いた皆様に返却され

ることになりました。 

 ご家族、ご勤務先、お知り合いの方々に情

報を広めていただいた方、温かいご支援をい

ただいた方、誠にありがとうございました。

この場をお借りして改めて御礼申し上げま

す。皆様のお気持ちが大変嬉しく励みになり

ました。 

 今回はいただいた応援にお応えすることが

できませんでしたが、他方面からの温かい皆

様のご協力ご支援に助けられ、招待留学生た

ちは大変充実した夏をアメリカで過ごすこと

ができました。 

 来年も本企画を引き続き実施いたしますの

で、皆様のご支援をお願い申し上げます。 

 

 

本

企

画

で

は

、

様

々

な

団

体

・

企

業

 
「とてもすてきな経験をありがとうござい 

 ました。野球の試合は、ホームランを見 

 たり、はく力があってすごかったです。 

 長いフライト時間のサポートありがとう 

 ございました。この夏の一番の思い出を 

 ありがとうございます。この思い出をい 

 っしょうわすれません。」 

 

「このたびは、みなさまのご支援のおかげ 

 で、すてきなサマーりゅう学を過ごすこ 

 とができました。本当にありがとうござ 

 いました。サマーりゅう学では、ふだん 

 できないような体験をたくさんさせてい 

 ただきました。初めて飛行機に乗ったこ 

 とや自由の女神を見たこと、学校で友達 

 と遊んだことなどどれもが大切な思い出 

 です。」 
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 ２０１８  育英サマー スペインより NY育英へ歌姫達訪問 

 ９月１４日、ニューヨーク育英学園にスペ

インより歌姫の合唱団が訪問した。過日マン

ハッタンにて行われた「風の環コンサート」

に参加したトマーレス少女合唱団の中学生・

高校生 15名とその関係者が同学園小学部の

「ニューフレンズデー」に現れ交流会が行わ

れた。 

 同少女合唱団の出身地セビッリャ地方は約

４００年前に仙台藩主伊達政宗が派遣した慶

長遣欧使節のさむらい達の末裔「ハポン（日

本）さん」達が多く住むところとして知られ

ている。同合唱団の指揮者マリアエレーナさ

んの夫もハポンさんで現地にある「ハセク

ラ・ハポン協会」の会長である。 

 交流会の初めに岡本徹学園長よりスペイン

語での歓迎の挨拶があり少女合唱団に笑顔が

見られた。学園児童には今回の訪問はニュー

ヨークを初めて訪ねた合唱団が、風の環チャ

リティーコンサートで共演するニューヨーク

育英学園への訪問を希望して実現したことが

説明された。 

 学園の子ども達から得意な「ドレミの歌」

等数曲が披露されたあと、スペインの子ども

達も「赤とんぼ」等をまじえて素晴らしいハ

ーモニーで英語やスペイン語の曲やフラメン

コ風ダンスが発表された。その後一緒に日本

語で「赤い花・白い花」の合唱となり、素晴

らしい歌声のコンサートとなった。 

 後半は校庭に出てのアクティビティとなっ

た。同学園のダブルダッチチームメンバーが

2本のロープで妙技を披露。スペインからの

客人たちも我も我もとダブルダッチを跳び始

めた。日本の子、スペインの子がやんやの喝

采で応援する和やかな交流会となった。握

手、ハグでの別れで「アディオス」「サヨウ

ナラ」「シーユーアゲイン」「アスタラビス

タ」と再会を誓い合った。 

 今回の交流会は NPO風の環コンサートの代

表、白田正樹先生のご協力により実現した。

「NPO風の環コンサート」は米同時多発テロ

をきっかけに始まったコンサートで、今年が 

 ６月２５日(月)から前期３週間、後期２週

間の計５週間、７月末まで幼児部・小学部サ

マーデイキャンプが緑豊かな NJキャンパス

で開催されました。 
 

 幼児部の今年のテーマは前期が「日本の田

舎へ行こう」、後期が「絵本の世界に入ろ
う」でした。 

 「よう来なさった」の挨拶で始まった前期

「日本の田舎へ行こう」は、水開き、そうめ

ん流し、たくあん作り、手作りせっけん、七

夕の笹飾り作り、風鈴作り、どろんこ遊び、

そして縁日ごっこと、日本の田舎が盛りだく

さんでした。また、子どもも大人も大好きな

移動動物園を運動場で開園し、牛、ラマ、ア

ルパカ、山羊、七面鳥、アヒル、ひよこなど

など、３０匹以上の動物達を触ったり、抱っ

こしたりとふれあい体験を楽しみました。続

いて後期の「絵本の世界へ入ろう」はグルー

プ名も「ぐるんぱ」、「がらがらどん」で

す。毎日を絵本のテーマで過ごしました。例

えば「こぐまちゃんのみずあそび」で水遊

び、「ぼくんちカレーライス」でクッキン

グ、「だるまちゃんとてんぐちゃん」でうち

わ作りといった具合です。子ども達は夢中で

絵本の世界を駆け巡りました。 
 

 小学部の今年のテーマは幼児部を発展させ

て、前期は「日本の風景」、後期は「物語の
世界」でした。日本の風景と言えば、やはり

富士山。その他、お月見の団子、鳥居、竹林

にたけのこといった 

日本の風景が飾られま 

した。また、物語の世 

界では、一寸法師やか 

ぐや姫などの子ども達 

に親しみのある物語の場面を描いた様子を廊

下に掲示して、子ども達を物語の世界へいざ

ないました。毎日の朝の集いでの日本の季節

の童謡／歌に始まり、育英オリンピック、日

本語／英語の選択制言葉の学習、おもしろ理 
お問い合わせ／NY育英学園学園長：岡本 徹 

 

第１１回目となっている。ニューヨーク育英

学園のサタデースクール、マンハッタン校、

ポートワシントン校、フレンズアカデミーの

子ども達多数も、メルキンホールで開催され

た同コンサートに参加した。スペインからの

歌声も加わり、４００年の時空を超え、今、

ニューヨークの子ども達の頭上にその交流の

環は拡がっている。 

  

  

 

 今年も小中学生２８名が６月２４日から７

月８日まで、ペンシルバニア州にあるレイク

グリーリーキャンプ場で２週間の宿泊キャン

プに参加しました。５０年以上の歴史ある同

キャンプをニューヨーク育英学園が利用して

今年で２３年目。キャンパーをはじめ、スタ

ッフはアメリカ国内だけでなく、ヨーロッパ

や南米など世界中から集まってきます。これ

ら様々なスタッフとの交流ができるのもこの

キャンプの魅力です。また、男女一名ずつ学

園の教師が同行し、子ども達と寝食を共に

し、子ども達が不安なく楽しめる様にサポー

トします。また、キャンプ場のプログラムに

加え、学園独自の日本語によるプログラムも

用意しています。広大な敷地にはプール、サ

ッカー場、野球場、テニスコート、劇場、ア

ーチャリー場、空中ブランコ、乗馬場、大型

体育館などたくさんの施設があり、６０ほど

のアクティビティーから、それぞれ専門のカ

ウンセラーの指導を受けることができます。 

 

科実験、図工（壁時計、オルゴール、針金と

粘土を使った恐竜作りなど）、水泳、遠足、

一泊宿泊キャンプ＆キャンプファイヤーとい

った活動で、前期３週間、後期２週間を過ご

しました。各期の最後には水泳発表会、学習

発表会、図工作品展示会を行ない、保護者の

皆さんと共に学習や活動の成果を楽しんで頂

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 デイキャンプ中、放課後にオプションとし

て午後４時から５時３０分まで「サマー野球

教室」と日本語教室「サマーいろはにほんご

教室」が開催されています。 
 

サマー野球教室 

 NY育英学園のサマー野球教室は、野球の

技術向上はもちろんのこと、マナーや礼儀、

道具の扱い方を学ぶ機会でもあります。毎回

の練習の最後には全くの初心者から普段から

野球チームに入っている子までが安全に楽し

めるように特別ルールを設けて、全員が投打

に活躍できるように工夫しています。 

育英サマーデイキャンプ 
 

宿泊キャンプ レイクグリーリーキャンプ場 

サマーいろはにほんご教室 

 サマーの間だけでも日本語を学ばせたい、

強化したい等のご要望を受け、３年前よりサ

マーデイキャンプの放課後プログラムとして

開始した教室です。昨年、今年とお申し込み

が増えており、参加した子ども達は確実に日

本語力を伸ばし、活動を楽しんでいます。 

 日本語能力に応じて３つのクラスが用意さ

れ、参加者の学年や人数、日本語レベルに応

じて臨機応変に学習内容に工夫が盛り込まれ

ています。 

 今年は日本から取り寄せた課題図書を読ん

で読書感想文を仕上げたとともに、硬筆（文

字指導）、漢字検定や日本語検定への問題挑

戦、俳句づくりなど、様々な日本語を軸とし

た活動を行いました。取り組んだ作品は対象

となるコンクールへ出品され、入賞を果たす

など、結果が成果へとつながっています。 

 

お問い合わせ／NY育英学園事務局長：上妻 雅浩 

 

 学園長の一言 
 

 以前私は支倉常長一行に取り残された４００年前の

武士たちに非常に同情的で悲劇をイメージしていまし

た。しかし陽気で素直なスペインのセニョリータ達と

会ってみて考えが変わりました。温かい人達に迎えら

れ、スペインの大地に残った彼らは決してかわいそう

なサムライたちではなかった。たぶん人生を充分に楽

しんだのではないかと思いました。 

 今回の交流会によって学園の子ども達は世界の共通

語は英語だけではないと感じ、将来スペイン語も学び

トライリンガル、マルチリンガルの人材が増えるので

はと感じました。 



  

                    

  

 
 
 
 
 
 
 

■幼児部 

  年少組、年中組、年長組 

 
 
 

 
 

■親子教室ひよこ組（およそ１歳～３歳未満） 

■幼児教室いちご組（３歳以上～年長児） 

 
 

 
 

■いろはにほんご教室  

 日本語基礎教室（３歳～年長児）

 国語教室（小学１年～高校２年） 

 Japanese Lesson for Adult  

■語学部門 

 英検対策講座（１次・２次）

 プライベートチュータリング  

 プライベートレッスン（大人） 

■書道教室（４歳～大人） 

■音楽教室＜ピアノ・バイオリン・ギター＞  

■どれみふぁクラブ（３歳～年長児） 

■うんどうクラブ（３歳～年長児） 

Manhattan キャンパス 

（マンハッタン） 

 
 

幼児部（年中、年長） 
• ベビーシッター 

小学部（小学１年～小学６年） 

• 合唱部、リズムダンス部、書写部、自習室 

中学部（中学１年～中学３年） 

• 書写部、自習室、アドバンスクラス 

   

 

Location1: Friends  Seminary 
Location2: Grace Church School 
Phone: (201)947-4832  

※土曜日のみ: (201)637-3927  

                     (201)449-4501 
Fax: (201)944-3680 

E-mail: SatM.nyikuei@gmail.com 

育英サタデースクール 

マンハッタン校 
    フレンズアカデミー 

    （アッパーウエスト） 

全日制プリスクール  

たんぽぽ幼稚園 
E-mail:  

 

週日クラス（月曜日～金曜日） 

E-mail: Friends.nyikuei@gmail.com 

 

ウィークエンドスクール（土・日） 

E-mail:  

 

310 W.103rd  Street, New York, NY 10025 
Phone: (212)935-8535   Fax: (212)813-0122 

 

■季節プログラム 

  春→親子スプリングスクール 

  夏→親子サマー、幼児サマー、小学生サマー       

  冬→幼児ウィンタースクール 

■日ようびは日本語であそぼう（２歳半～年長児） 

■子育て支援広場「ぽっぽ」（未就園のお子さま） 

     E-mail: Kosodate.nyikuei@gmail.com 

 
   

 

 
 

■育英サタデースクール ポートワシントン校 

幼児部（年中、年長） 
• ベビーシッター 

小学部（小学１年～小学６年） 

• 漢字検定、総合体育教室、 

音楽部、毛筆、硬筆、自習室 

中学部（中学１年～中学３年） 

• 漢字検定、音楽部、毛筆、硬筆、 

   アドバンス 、自習室 

高等部（高校１年・高校２年） 

• 漢字検定 、音楽部、毛筆、硬筆、 

   自習室 

 
 
 

 
 
 

 

           ■平日アフタースクール 

           

           宿題教室 

           いろはにほんご教室    

                                         
   

育英ポートワシントン校 

（ロングアイランド） 

 

 

【日帰り＆宿泊スキーキャンプ日程】 

 日帰りスキー教室 

 2018 年 12 月 16 日 

 2019 年 1 月 6 日 

 2019 年 1 月 13 日 

 2019 年 1 月 27 日 

 2019 年 2 月 10 日 

 参加対象：小学 1 年生から中学 3 年生 

 定員：各回 40 名 
  

 宿泊スキーキャンプ 

 2018 年 12 月 26～29 日：定員 40 名 

 2019 年 2 月 18～21 日：定員 20 名 

 参加対象：小学 3 年生から中学 3 年生 

 

★ 初心者からでも安心してご参加いただ

けます。お友達と冬の思い出をつくり

ましょう。 

★ 申し込み状況等はホームページからも

ご確認いただけます。 

★ お問い合わせ先 

メール：Ski.nyikuei@gmail.com 

電 話：201-947-4832（ＮＪ校） 
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■幼児教室Ⅰ・Ⅱ（３歳～年長児）  

■国語算数教室（小学１年～６年）  

■いろはにほんご教室 

  

■語学部門 

 英検対策講座（１次・２次） 

■  

 

その他のイベント 

■育英ホームスクールシステム支部（NY エリア受付） 

育英サタデー・サンデースクール準拠コース   個別カリキュラムコース  

   幼児訪問コース 英語指導コース 書道コース 

           E-mail: Homeschool.nyikuei@gmail.com 
  

 

 

アフタークラス 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 NY 育英学園アフタースクール部門では、今

年も PA州キャメルバックリゾートにて日帰り

スキー教室＆宿泊スキーキャンプを開催しま

す。  

  初心者クラスでは序盤にはベルトコンベア

エリアにて指導をします。ゆるやかな斜面の

ゲレンデで転倒後の起き方、スキー板の運び

方から指導し、ボーゲンの指導もします。 

 初級ではリフトに乗りボーゲンにて初級コ

ースを周回、団体行動における安全な止まり

方や大回りの習得をします。リフトに乗るの

が怖い子どもはスタッフと同乗します。 

 中級では高速リフトに乗り「ブルースクウ

ェア」という中級者向けのコースを周回しま 

 

 

す。初級より急な斜面にてコース周回を繰り

返し、止まり方、ターンの指導を行います。 

 上級クラスでは高速リフトで「ブルースク

ウェア」や最上級難易度の「ブラックダイア

モンド」にも挑戦します。パラレルターンな

どの高度なテクニック指導をメインに行いま

す。急な斜面が不安といった子どももいる時

には中級グループと合同に指導を行うことも

あります。 

 スノーチュービングも人気です。スノーチ

ュービングとはタイヤの上に乗って行う滑り

台のようなアクティビティです。 

 宿泊する部屋はとても広く、全フロアトイ

レ・バス付きでとても温かな造りです。広い

リビングで毎回の食事をします。同じ部屋の

子ども達はとても楽しそうに生活を共にでき

ます。男女別にキャ 

ビンを貸し切り、各 

キャビンごとに指導 

員を配置します。又 

このキャビンはゲレ 

ンデと隣接しており 

すぐにスキーを開始 

することができます。 

 
    
 
 

お問い合わせ／ＮＪキャンパスアフタースクール・クラブディレクター：加藤 義隆 

 

Ikuei Saturday School of Port Washington  

Location: Carrie Palmer  

              Weber Middle School 

Port Washington Office 

After School  

8 Maple Street #6,  

Port Washington,   NY 11050 
  Phone: (516)767-3139  
土曜日のみ: (516)455-3871  

                         (201)362-5678 

  Fax: (516)767-2753 

E-mail（サタデー） :    

  SatPW.nyikuei@gmail.com  
E-mail（アフター）:  

  AfterPW.nyikuei@gmail.com 

 

 

 
マンハッタンから 

ロングアイランド鉄道
(LIRR TRAIN) 

をご利用の場合 
NEW YORK PENN STATION

から
PORT WASHINGTON bound

にて終点下車。 

（PORT WASHINGTON 

STATION） 

※所要時間約５０分 

 
 

２０１８年度 NY育英学園主催  日帰りスキー教室＆宿泊スキーキャンプ 

8 West Bayview Avenue, Englewood Cliffs, NJ 07632 
Phone: (201)947-4832    Fax: (201)944-3680 

E-mail:Info.nyikuei@gmail.com 

New Jersey キャンパス
（イングルウッド・クリフス） 

 

  

  

 

育英サマーキャンプ 
E-mail: SummerCamp.nyikuei@gmail.com 

 

   

幼児部（年中、年長） 

• ベビーシッター 

小学部（小学１年～小学６年） 

• 野球部、サッカー部、卓球部、室内球技部、アート部、 

ダンス部、書道部、自習室 

中学部（中学１年～中学３年） 

• 中学部活動、書道部、自習室 

高等部（高校１・２年） 

• 国語・数学コース 

• 社会科（現代社会・日本史）※選択制として導入   

 

 
E-mail: SatNJ.nyikuei@gmail.com 

 

 
   

  日帰りスキー教室（１２月～２月） 

  宿泊スキーキャンプ  

 

育英スキーキャンプ 
E-mail: Ski.nyikuei@gmail.com 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

■幼児部 

 年少組、年中組、年長組、 

 ゆり組（ウェイティング特設クラス） 

■小学部 小学１年～小学６年 

■様々な放課後クラブ活動 

（幼・小）サッカークラブ、水泳クラブ、 

       

（幼児部のみ）ボール遊び、ベビーシッター 

（小学部のみ）  

 

 

幼小一貫全日制教育 

 

 

全日制デイスクール 幼児部／小学部    
   E-mail: DaySchool.nyikuei@gmail.com     

 

  幼児の教室（つばめクラス） 

  小学生の国語・算数教室 

  ＥＳＬ（年少～小学６年） 

  ピアノ教室  空手教室   合唱部 

  書道教室   ダブルダッチ（チーム） 

  幼児おんがく教室（年少～年長） 

  いろはにほんご教室 

     →E-mail:IROHA.nyikuei@gmail.com 
    

           日曜プログラム 

 

  E-mail:     

 

 日曜ピアノ教室 

 日曜バイオリン教室 

 日曜野球教室（春・秋） 

 自習室＋（ぷらす） 

  

      →E-mail:  
 いろはにほんご教室 

  →E-mail:  
 日曜ダブルダッチ 

 日曜  寺子屋アカデミー 
 （書道、そろばん、理科実験、アート、料理教室）  

      →E-mail:  

 

日曜プログラム 

   

幼児部（年中、年長） 

• （幼小同室にて）ベビーシッター・自習室 

小学部（小学１年～小学６年） 

• （幼小同室にて）ベビーシッター・自習室 

 

育英サンデースクール 
E-mail:  

 

 

■プレイグループ親子教室（およそ１歳から） 

 

おひさまクラブ土曜日 親子体験イベント 

■きりんのへや  こども園（ＮＪ州認可） 

 日本語による長時間保育（２歳半から） 

■語学部門    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■サマープログラム    

  

  

  
 

■  

  個別カリキュラムコース 

 幼児訪問コース 英語指導コース 書道コース 
 →E-mail: Homeschool.nyikuei@gmail.com 
■検定部門 →E-mail: Kentei.nyikuei@gmail.com       

 実用英語技能検定→E-mail:        

 日本漢字能力検定  実用数学技能検定  TOEIC 

 日本語検定   硬筆・毛筆書写技能検定試験  

  2460 Lemoine Avenue, #103, #104, #105, Fort Lee, NJ 07024 

Phone: (201)947-4707 E-mail:  
 

 

スクールバスルート 
 

マンハッタンからバスをご利用の場合 

★Port Authority Bus Terminal から 

  NJ Transit →156 番 

  Coach USA→９ＴＡ番 

★George Washington Bridge Bus Terminal から 

  NJ Transit→ 186 番 

  Coach USA→9A 番 

詳細は学園ホームページをご覧ください。  

日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育 

（幼児部）  

 

英語でのアートの時間 
 

（小学部）NY育英クロスメソッド 

  

 １週間の１/３が英語学習 

 充実の７段階の習熟度別の英語クラス編成 

 
 

＜大人向け＞ 
英会話，TOEIC クラス 

プライベートレッスン 

書道教室 

Japanese Lessons（JSL/JFL） 
JLPT Prep Course 

＜子ども向け＞ 
英検対策講座（１・２次） 

プライベート・チュータリング 

（ESL，現地校支援、各種テスト対策） 

スタディールーム 

 

Welcome to America 集中 ESL クラス 

いろはにほんご教室（プライベート） 

 

Japanese Lessons（JSL/JFL） 

mailto:Ski.nyikuei@gmail.com

